
言葉と国家

第十五課



単語
非語

報じる　→　報い

対極　→　正反対

宿る　→      秘める

太古　→　古

参議院、衆議院、議員

抗議　→　抗う

側面　→ 　一面

厳重　→　深刻

閉じ込める　→　封じ込める

丸呑み　→　鵜呑み：① 食物をかまずに丸のみにすること。「御飯を―にする」② 他人の考えや案



単語
　を十分理解・批判せずに受け入れること。「師の説を―にする」 



文型
1. 無くしては～ない

2. ながら

　① 動詞および動詞型活用の助動詞の連用形に付いて，その動作・作用と下にくる語の動作・作用

　　とが並行して行われることを表す。

　　例：「楽しく語り合い―，並木道を歩いて行った」「ラジオを聞き―，仕事をする」

　②体言・動詞，および動詞型活用の助動詞の連用形，形容詞の連体形などに付いて，上の事柄と

　　下の事柄とが矛盾する関係にある意を表す。…にもかかわらず。…ではあるが。…ているのに。　　　

　　例：「若い―気がきいている」

　③体言・副詞，動詞の連用形などに付いて，ある状態のままである意を表す。…のまま。

　　例：「立ち―握り飯をほおばる」



文型
3. ～だけに

　連語、副助詞「だけ」に格助詞「に」の付いたものである。意味的には、以下の２通りある。

　① 物事の状態がそれにふさわしいという気持ちを表す。

　　例：「苦労した―人間ができている」

　②それ相応の結果になるだろうという予測に反する結果が現れる場合に用いる。予期に反した分

　　だけ，いっそうの意を表す。

　　例：「予期していなかった―ショックは大きかった」

　　　　「話し方が穏やかな―，かえって威圧感がある」

4. ～かのようだ

　　「～かのようだ」は「＜実際はそうではないが＞まるで～ようだ」(類似)を意味します、実際は



文型
そうではないことが暗示されているため、「～ふりをする」という意味や非難・軽蔑の感情を込め

るときはこの文型がぴったりである。その際は「あたかも・さも」という副詞と結びつことが多く

見られる。



精読
1.母語と母国語の区別はどこにあるのか。

2.ゲンダーヌさんの場合、どのようなことが起こっているのか。

3.「日本語の国際化」とはどういうことなのか。

4.「正しく美しい日本語」というキャッチフレーズには、どのような意味合いがあるのか。

5.あなたの母語は何であるのか。

6.中国における言語現状に対して、あなたは、どう見ているのか。


